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1-1. 背景と実施内容についての弊社理解
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（１） 背景についての弊社理解
• 「富岳」は国の指針に基づき、Society5.0の実現に貢献することが求められている。
• 「富岳」の利用枠にSociety5.0推進枠が設けられ、R-CCSは「積極的に協力する」こととされている。
また「富岳」は、広く産業界の期待に応えて、利用促進を進めることが求められている。

これらの実現に向けて、R-CCSでは、これまで以下の取り組みを進めてきた。

 「Society5.0実現に資する体制/制度の検討」業務を実施した。
 「スーパーコンピュータ「富岳」プロモーション戦略策定」業務を実施した。
 「富岳」Society5.0推進拠点を立ち上げ、これらの検討結果を活用し、拠点の活動を加速した。

（２） 実施内容についての弊社理解
上記の背景を踏まえ、仕様書記載の以下の（１）（２）を実施する。実施内容は、Society5.0推
進枠の有効活用と、「富岳」の利用促進に繋げる取り組みであると認識している。

（１）Society5.0推進枠を有効に活用する仕組み／体制の調査検討

（２）Society5.0推進拠点運営のための調査支援

1) HPC に係る研究コミュニティの実態調査
2) Society5.0推進枠を有効に活用する課題の抽出
3) ニーズ調査及び仕組み／体制の検討

1)-① マーケティング調査
1)-② コーディネート業務
1)-③ アライアンス業務

実施内容

「富岳」Society5.0
推進枠の有効活用

「富岳」の利用促進



（１）Society5.0推進枠を有効に活用する仕組み／体制の調査検討

1-2. 実施概要
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1-1.（２）に基づき、Society5.0推進枠の有効活用、「富岳」利用促進、それぞれの実現に向けて、下
図の通り取組みを実施した。

• 共通のタスクとして、（１）-1)を実施
• Society5.0推進枠の有効活用に向け、（１）-2) 、-3)、及び（２）-1)-②-1を実施
• 「富岳」利用促進に向け、（２）-1)-①、②-2、③を実施

（１）-1) HPC に係る研究コミュニティ
の実態調査

（１）-2) Society5.0推進枠を
有効に活用する課題の抽出

（１）-3) ニーズ調査及び仕組み／
体制の検討

「
富
岳
」
利
用
促
進

に
向
け
た
実
施
内
容

Society5.0

推
進
枠
の
有
効

活
用
に
向
け
た
実
施
内
容

（２）-1)-③ アライアンス業務

（２）ｰ1)-②-2 コーディネート業務（「富岳」利用促進）

（２）-1)-②-1 コーディネート業務（Society5.0 推進枠）

共
通

（２）Society5.0推進拠点運営のための調査支援

（２）-1)-① マーケティング調査

凡例 Society5.0推進枠の有効活用
に向けた実施内容
「富岳」利用促進
に向けた実施内容

下記に共通の実施内容



1-3. 体制

R-CCS
「富岳」Society5.0推進拠点

弊社

ソーシャルトランスフォーメーション事業本部
ソーシャルシステム事業部長 本間

理研数理 取締役 松崎

理研数理 久須見

（プロジェクトリーダーサポート）
ソーシャルトランスフォーメーション事業本部

コンサルタント 藤川

深萱様

責任者

プロジェクトリーダー プロジェクトリーダー

松岡拠点長
松尾拠点長代理
伊藤副拠点長

責任者

ソーシャルトランスフォーメーション事業本部
シニアコンサルタント 大泉
コンサルタント 有田

「富岳」利用促進 担当

日本総合研究所 創発戦略センター
所長 松岡

シニアスペシャリスト 齊木
コンサルタント 逸見
コンサルタント 尾形

調査協力、ノウハウ提供、
アドバイザ

ソーシャルトランスフォーメーション事業本部
西川、渡邊

営業

エンジニアリング事業本部
材料技術部 部長 小沢

マテリアル領域アドバイザ

メンバー

ご担当

ソーシャルトランスフォーメーション事業本部
コンサルタント 藤川（兼）
コンサルタント 嵯峨

Society5.0枠の有効活用 担当

凡例 コミュニケーションパス

6



1-4. 会議体
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N
o 会議体 回数/

頻度
時
間

取り扱い
テーマ※1 内容 参加者

1
Society5.0推進拠
点定例ミーティング
（S5拠点定例会）

隔週 1.5
h

S5枠
／

「富岳」
利用促進

•2、3の実務者会議での検討結果の
うち、重要事項の報告、議論
※貴所で実施されるSociety5.0推
進拠点定例ミーティングの時間枠にて、
報告をさせて頂く

•拠点長、拠点長代理、
副拠点長

• Society5.0推進拠点
メンバー

•弊社メンバー

2

Society5.0推進枠
有効活用実務者会
議
（S5枠有効活用実
務者会議）

隔週 1~
2h S5枠

•Society5.0推進枠の有効活用に
関する調査・検討内容、結果の報
告、議論

•同作業の進捗、課題の報告、確認
•専門的な見地から情報提供（弊
社から相談、拠点有識者からの共
有）

•拠点長代理、副拠点長
• Society5.0推進拠点
メンバー

•弊社メンバー

3 「富岳」利用促進実
務者会議 隔週 2h 「富岳」

利用促進

•「富岳」利用促進に関するマーケティ
ング調査、コーディネート業務、アラ
イアンス業務に関する調査・検討内
容、結果の報告

•同作業の進捗、課題の報告、確認

• Society5.0推進拠点
メンバー

•弊社メンバー

4 最終報告会
1回
（3月
末）

1h
S5枠
／

「富岳」
利用促進

•Society5.0推進拠点定例ミーティ
ングにおいて、本委託業務の最終報
告を実施。

• Society5.0推進拠点
定例ミーティングと同様

本プロジェクトの推進にあたり、会議体の運営について、以下の通り実施した。



2. HPCに係る研究コミュニティの実態調査
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2-1. HPCI有識者ヒアリングの概要
2-2. HPCI有識者ヒアリング結果（Society5.0推進拠点内部用）
2-3. ソリューション創出に向けたアプローチ



2-1. HPCI有識者ヒアリングの概要
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Society5.0の推進に向けて、全体最適・統合的な視点、計算機科学とアプリの融合・異分野融合の視
点から、「富岳」を含むHPCI活用を俯瞰的に見られている一般社団法人 HPCIコンソーシアムの元役職
者などの有識者5人へのヒアリングを行った。
ヒアリング結果は、RIST/文科省へ連携された。
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ヒアリングのポイント 1/2

1. ソリューション「モデル」の創出とそれによるソリューション創出促進、との基本方針と、そのた
めの取組状況についての全般的ご意見をお願いします。

2. ソリューション創出には、まず、ITの特質も踏まえて社会基盤とのセット化（民間企業との
本格協働）や、健康・医療戦略、マテリアル戦略、バイオ戦略など他の政府のイノベーショ
ン系の政策、あるいはその中核施策（次期戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
など）との連携が有力と考えられます。以下の観点で、ご助言をお願いします。
（計算資源量・計算能力の側面だけでなく、多様な主体が集まってつながる「場」を提供
するという機能の側面でも、ご助言をお願いします。）
① どのようにアプローチしていけばよいか、具体的なタネ候補はどこと考えられるか。
②成果創出加速プログラム（本年度からのRIST委託事業を含む）との連携をどのよう
にしていけばよいか。政策対応枠とはどうか。

③計算機科学（CS）とのいわゆるコ・デザインが鍵の一つと思料。フラッグシッププロジェ
クト時のみならず日本全体で持続的に発展させていくためにはどうしたらよいか。

④ Society5.0推進枠（公募中）の活用は有効であり、その枠の全体で文科省ともど
も大いにアピールしていくべきと思料するが、採択課題の成果創出に向けどのように支
援していけばよいか。
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ヒアリングのポイント 2/2

3. 持続的なソリューション創出を図る等のためには、裾野の大きな拡大（別次元のポテン
シャルユーザー対応）が必須であり、現時点では、ソリューション「モデル」を見せていくことが
まず有効策であると考えています。以下の観点で、有効と考えれる事項について、ご助言
をお願いします。
①ポテンシャルユーザー（産業界・アカデミア）への広報・アウトリーチの有効策は何か。
②関心を持たれてから実際の利用までに必要な手段は何か。
（例：ISV、クラウド的利用、能動的アドバイス機能、利用手続きのわかりやすさ向
上・簡素化、超小規模利用制度など公募制度の改善、講習会、など。そこに民間主
導による自律性が働けば特に有効か。）

③（２．の観点も含めて）HPCIや大学基盤センターとの連携策は何か。
4. Society5.0・SDGsへの貢献の面からも、中長期的な基礎力・基盤力の発展は重要と
考えられます。そのために実施するべき事項について、ご助言をお願いします。
①「富岳」の運用や高度化の立場から実施すべき事項は何か。
②大学基盤センターとの連携策は何か。
③ゴードン・ベル賞の重要性への認識共有は重要と思料するが、技術的な面（アプリ側
とCS側の連携など）、社会での認識醸成の面、でどうすればよいか。

5. その他、上記によらずご意見をお願いします。



2-3. ソリューション創出に向けたアプローチ
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HPCI有識者ヒアリングの結果から、ソリューション創出に向けたアプローチを下記3つに区分して抽出し、対
応を協議した。

１．実施予定のアクション
ソリューション創出に向けたアプローチとして実施予定のアクションを抽出した。
「富岳」Society5.0推進拠点のアクションをS5枠有効活用実務者会議にて確認した。
文部科学省・RIST・理研R-CCSの3者で実施されているポテンシャルユーザー対応WGのアクションとも
連携し、対応した。

２．具体的なタネ候補
連携する機関や大型プロジェクトとの関係の中で、今後も注視していくタネ候補を抽出した。

３．様子見・アクションなし
既存の取組みの延長や、具体化前の事項など、１・２以外の特記事項を抽出した。



3. Society5.0推進枠の有効活用に向けた実施内容
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3-1. Society5.0推進枠を有効に活用する課題の抽出
3-2. ニーズ調査及び仕組み／体制の検討
3-3. Society5.0推進枠のコーディネート
3-4. 次期SIPのRFI回答



3-1. Society5.0推進枠を有効に活用する課題の抽出 1/4
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「富岳」Society5.0推進枠課題案について、調査結果及び、Society5.0推進拠点での検討事項をもと
に対応方針を整理した。
「Society5.0推進枠 研究課題案」は、以下の通り。

Society5.0推進枠 研究課題案
➀ 「富岳」ソフトマテリアル開発刷新 【マテリアル】
➁ 「富岳」創薬パイプラインプラットフォームの構築 【創薬】
③ デジタルツインPJ 【デジタルツインPJ】

④ 大阪・関西万博デジタルツインへ向けたスマートシティシミュレーション技術の統合
 【大阪・関西万博】

⑤ 神戸市スマートシティ 【神戸市】
⑥ 「富岳」ものづくりにおけるAI融合・多目的最適化 【ものづくり】
⑦ 新型コロナウイルス対応研究：異分野融合のデジタルツインの構築 【コロナ】
⑧ エネルギー領域 【エネルギー】
⑨ 既存成果創出Pと理研CS系との連携創出 【CS系連携創出】
⑩ ムーンショット目標5との連携案件【ムーンショット・ゲノム】

⑪ 総合的なデジタルツイン水産
（兵庫県：瀬戸内海関連シミュレーション等連携）【水産・兵庫県】

⑫ ポストコロナ時代の室内空間設計【室内空間設計】



3-2. ニーズ調査及び仕組み／体制の検討：支援概要 1/2
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3-1. の課題案について、ニーズ調査及び仕組み／体制の検討支援を行った。

Society5.0推進枠 研究課題案 支援概要
「富岳」ソフトマテリアル開発刷新 【マテリア
ル】 業界団体での「富岳」活用に関するWGに出席しアプローチを支援した。

「富岳」創薬パイプラインプラットフォームの構
築 【創薬】

LINCによる「富岳」創薬プラットフォームのSociety5.0推進利用申請を支
援した。

デジタルツインPJ 【デジタルツインPJ】 民間企業との連携協議に参加した。

大阪・関西万博デジタルツインへ向けたス
マートシティシミュレーション技術の統合
 【大阪・関西万博】

大阪・関西万博での Society5.0テーマでの実証実験を目指し、関係機
関との関係を構築し、R-CCSの気象予測・防災/減災・人流/交通流制
御、経済波及効果推定等のシーズをベースとした議論を行った。

神戸市スマートシティ 【神戸市】 神戸市スマートシティに関する打合せに参加した。

「富岳」ものづくりにおけるAI融合・多目的
最適化 【ものづくり】

ものづくり領域で中心的な役割を果たされている先生方とのミーティングの準
備を支援し、ミーティングに参加した。

新型コロナウイルス対応研究：異分野融
合のデジタルツインの構築 【コロナ】

「スパコンによる統合的飛沫感染リスク評価システムの開発と社会実装」の
概要をS5枠有効活用実務者会議にて連携した。



Society5.0推進枠 研究課題案 支援概要

エネルギー領域 【エネルギー】
「エネルギー領域での調査・検討テーマ」について網羅的に調査した。
ムーンショット目標4のPDとの面会を企画・実施。さらに、他のエネルギ-関
連の研究者との面会をコーディネートした。

既存成果創出Pと理研CS系との連携創出 
【CS系連携創出】 ゴードンベル賞応募へ向けたミーティングに参加した。

ムーンショット目標5との連携案件 【ムーン
ショット・ゲノム】

食・農分野のゲノム関連での「富岳」活用について、ムーンショット目標5に
参加されている研究者へのヒアリングを実施し、その結果をもとに、ムーン
ショット目標5と「富岳」Society5.0推進拠点との連携に向けてムーンショッ
ト目標5のPDとの面会を企画・実施した。研究者の「富岳」利用開始をサ
ポートした。

総合的なデジタルツイン水産
（兵庫県：瀬戸内海関連シミュレーション
等連携）【水産・兵庫県】

関連する理研シーズの調査を実施した。

ポストコロナ時代の室内空間設計【室内空
間設計】

「オフィス単位」での実証を経て、民間企業と連携し、ポストコロナ時代の
オフィス空間設計のソリューションとしてS5推進枠への応募を目指し、関連
研究者と検討を進めた。

医療分野での「富岳」活用の調査・ヒアリン
グ

後述する「医療分野での「富岳」活用についての調査ヒアリング」を実施し、
東大生産研へのヒアリングを実施し、「富岳」活用と Society 5.0 貢献へ
向けた連携の可能性を議論した。

3-2. ニーズ調査及び仕組み／体制の検討：支援概要 2/2
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3-2. ニーズ調査及び仕組み／体制の検討
「富岳」創薬パイプラインプラットフォームの構築 
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理研・京大を中心に開発されてきたHPC/AI技術をもとに、LINCで社会実装を目指す創薬プラットフォー
ム※について、「富岳」Society5.0推進利用をコーディネートした。

※ 「創薬プラットフォーム」は、R-CCS、京都大学、医薬基盤・健康・栄養研究所（医薬基盤研）、
LINC、民間企業の連携によって構築し、創薬プロセスを構成する一連のAI技術がパッケージ化された
プラットフォームとして民間企業（製薬企業等）による利用を目指す基盤。



3-2. ニーズ調査及び仕組み／体制の検討
大阪・関西万博デジタルツインへ向けたスマートシティシミュレーション技術の統合

18

大阪・関西万博での Society5.0テーマでの実証実験を目指し、大阪・関西万博の企画・運営に関わる
機関、そのステークホルダー、関係する行政機関、民間企業などとの関係を構築し、R-CCSの気象予測・
防災/減災・人流/交通流制御、経済波及効果推定等のシーズをベースとした議論を行った。



3-2. ニーズ調査及び仕組み／体制の検討
エネルギー・カーボンニュートラル領域での調査

19

エネルギー領域において、カーボンニュートラル領域を含めた調査・検討テーマについて網羅的に調査した。

【調査・検討テーマ】
 HPCを活用したエネルギー領域、関連領域での採択テーマの調査
「富岳」成果創出加速プログラム課題（領域3 産業競争力の強化）に採択された研究者の取り組
み内容について調査

 エネルギー関連領域の動向調査
カーボンニュートラル実現に向けた動向、エネルギー関連領域での材料開発の動向、CCUSに関する
動向、CCSの取組み調査

 エネルギー・カーボンニュートラルの領域でのシーズ・キーマンを検討する観点からの調査
低炭素社会戦略センターの調査、CO2取引・電力取引等ビジネス関係者で全体最適の視点に着目
したキーマン（組織）の調査、ムーンショット目標4の研究開発プロジェクトの調査

 気象予測、気候モデルのシミュレーション予測を活用した洋上風力発電のデジタルツイン化の可能性に
ついて調査



3-2. ニーズ調査及び仕組み／体制の検討
医療分野での「富岳」活用の調査・ヒアリング

20

医療分野での「富岳」活用の調査・ヒアリングを実施した。その結果、医療分野でのHPCの活用の広がりが
確認された。

【調査・ヒアリング先】
 心臓・血管外科等医療分野での「富岳」活用状況の調査
 「UT-Heart」の研究開発の状況調査
 「UT-Heart」を用いた医療機関での研究開発内容の調査
 大阪大学医学部へのヒアリング（心臓血管外科でのシミュレーションニーズ）
 東京大学生産技術研究所へのヒアリング（HPCの利活用状況、心臓血管外科分野をはじめとした
医療系全般での「富岳」利活用の可能性）



3-4. 次期SIPのRFI回答

21

2021年12月24日、内閣府は2023年度開始予定の次期・戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)の
課題候補を決定・発表した。R-CCS・「富岳」Society5.0推進拠点の方針に沿って、関係するPIとの打
合せを経て、RFI回答作成をコーディネートした。

＜次期ＳＩＰの課題候補＞ ※青字部分はR-CCSがRFI回答予定とされた課題

○ 豊かな食が提供される持続可能なフードチェーンの構築
○ 統合型ヘルスケアシステムの構築
○ 包摂的コミュニティプラットフォームの構築
○ ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築
○ 海洋安全保障プラットフォームの構築
○ スマートエネルギーマネジメントシステムの構築
○ サーキュラーエコノミーシステムの構築
○ スマート防災ネットワークの構築
○ スマートインフラマネジメントシステムの構築
○ スマートモビリティプラットフォームの構築
○ AI・データの安全・安心な利活用のための基盤技術・ルールの整備
○ 先進的量子技術基盤の社会課題への応用促進
○ マテリアルプロセスイノベーション基盤技術の整備
○ 人協調型ロボティクスの拡大に向けた基盤技術・ルールの整備
○ バーチャルエコノミー拡大に向けた基盤技術・ルールの整備
○ スマートコミュニティ、スマートシティ、スマートアイランドの構築



４. 「富岳」利用促進へ向けた実施内容

22

4-1. マーケティング調査
4-2. コーディネート業務（「富岳」利用促進）
4-3. アライアンス業務



4-1. マーケティング調査

23

民間企業の「富岳」利用促進に向けたアウトリーチ及びプロモーション活動を促進するための支援として、以
下を実施した。

No 取り組み 概要

(1) 『産業界向け「富岳」利活用
紹介資料』の作成

• 潜在的な「富岳」ユーザとなる民間企業向けのマーケティングコンテンツとし
て、スマートシティ、ものづくり等のテーマ毎に、研究シーズと「富岳」利活用
方法をパッケージして産業界に紹介する資料を作成した。

(2) 『産業界向け「富岳」利用マ
ニュアル』の作成

• 既存の「富岳」ユーザ以外にとって分かりやすい情報提供として、スパコンの
利用経験がない企業ユーザを想定したマニュアルを作成した。当該マニュア
ルの本編は、R-CCSのホームページ等で公開された。

• 同マニュアルは、本編を含めた以下の各編で構成されている。
- 産業界向け「富岳」利用マニュアル
- ファーストタッチオプション利用ガイド

(3) 『「富岳」で利用可能なソフト
ウェア一覧』の作成 • R-CCSが出展するイベント用配布資料として、左記資料を作成した。

(4)
「申請・利用方法に関するコン
テンツを収集した際の収集元
情報の一覧」の作成

• 「富岳」の利用に関する情報の所在が分散しているという課題を明らかに
するために、上記の『産業界向け「富岳」利用マニュアル』の作成にあたって
参照したコンテンツの収集元情報の一覧を作成した。作成した資料はポテ
ンシャルユーザ対応WGへ報告した。

(5) ポテンシャルユーザ向けアプロー
チ施策

• イベントやデジタルマーケティング等のアウトリーチ及びプロモーション活動に
ついて効率的な手法の調査・提案を実施した。



【参考】 産業界向け「富岳」利用マニュアル

24



4-2. コーディネート業務（「富岳」利用促進）

25

新たに「富岳」を利用する可能性のある企業の「富岳」の活用方策、及び「富岳」を活用する際の課題を明
らかにするため、以下の取り組みを実施した。

No 取り組み 概要

(1) 他の登録機関の取り組み調査

• 「富岳」の利用促進にあたっての課題を抽出するため、「特定先端大型研
究施設の共用の促進に関する法律」（共用法）に基づく登録機関の取り
組みを調査した。

• 他機関には無い「富岳」のユーザに配慮した取り組み、及び、「富岳」の参
考になると考えられる他の施設の取り組み、を整理し、ポテンシャルユーザ
対応WGへ報告した。

(2) 「富岳」利用申請の利便性向
上策

• 「富岳」利用申請手続きの利便性向上に向けた改善点を抽出するために
他の登録機関、HPCの申請サイトとの比較調査を行った。

• 比較結果より、利便性向上策の案をまとめ、報告した。

(3) 「富岳」の利用促進上の課題と
改善案の検討

• 民間企業への「富岳」紹介等の中でお聞きした、制度・募集要領・利用促
進上の課題について改善案を検討した。

(4) 「富岳」利活用事例ヒアリング
• 「富岳」を新たな用途、又は新たな手法で用いているユーザ企業を抽出し、
対象企業に対して、「富岳」を活用した取り組みの概要、有用性、利用に
あたっての課題をヒアリングした。利用促進施策検討のインプットとして、実
務者会議にてご報告した。



4-3. アライアンス業務

26

「富岳」の民間企業向けマーケティングの推進を強化するため、パートナー企業とのアライアンス活動として、
企業に「富岳」とS5拠点の取り組みについて紹介を行った。
また、企業が主催するセミナー等で講演活動を実施した。
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